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釧路市まちづくり基本構想の策定について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

「釧路市まちづくり基本構想」策定にあたって 
 

これまで、釧路市では、限られた資源を社会情勢の変化に即応して柔軟かつ重点的に

投資する「都市経営」の視点に基づき、「財政健全化推進プラン」、「市役所改革プラン」、

「政策プラン」の 3 つからなる「釧路市都市経営戦略プラン」を策定し様々な取り組み

を行ってまいりました。これらの取り組みによって財政健全化が着実に進みまちづくり

の基盤が築かれつつあります。 

 

さらに、将来に希望の持てるまちの姿を見据え、特に「わかもの」・「女性」が未来に

希望を持ち、安心して住み続けられるまちづくりを行うために「釧路市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」を策定したところです。 

 

今、生産都市として築かれてきた高い技術力や人材、先人から受け継いだ文化、豊か

な自然環境など釧路らしい強みを活かしていくことを決意し、さらなる発展のために、

地域が一体となって目指すべきまちの姿を共有しながら主体的にまちづくりを進めてい

くことを理念として制定された釧路市まちづくり基本条例のもとで、「都市経営」の視点

による新たなまちづくりの指針として「釧路市まちづくり基本構想」を策定します。 

 

ひがし北海道の拠点として持続可能なまちを築き、地域の強みを活かしたさらなる飛

躍を目指すために。 
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１ 釧路市の人口動向と取組み 

（１）総人口の推移と将来推計 

本市の総人口について、国勢調査による人口の推移と北海道人口問題研究所の将来推計によ

る人口を時系列でグラフ化しました。 

本市は、戦後、昭和 20(1955)年～昭和 40(1960)年にかけて人口が急増しましたが、昭和

45(1970)年の雄別炭鉱・尺別炭鉱閉山などの影響により、一度伸びが鈍化しました。 

その後、1970 年代に入り、水産業が好調だった事や、製薬会社の進出などもあり、人口は

再び増加を続け、昭和 55(1980)年に 227,234 人とピークを迎えました。 

1980 年代以降は減少に転じ、現在まで減少傾向が続いていいます。 

この原因は、少子高齢化の進展と、水産業や石炭産業をはじめとする地域経済の低迷による

他地域（特に札幌圏、東京圏）への流出があったためと考えられます。 

将来推計では、平成 52(2040)年には、106,088 人まで減少するとされており、平成 22

年からの 30年間で、７万５千人強減少すると推計されています。 
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（資料）国勢調査

人口が急増

人口のピーク

HIT推計値

△釧路コールマイン設立(H13) 

(・日本銀行釧路支店開行)(S27) 

(・釧路空港開港)(S36) 

△鳥取町・白糠町一部合併(S24) 
＜市制施行＞(T9) 

△合併(釧路・阿寒・音別)(H17) 

△第四埠頭供用 
(H14) 

△第三埠頭供用(H7) 

△生乳専用船就航(H5) 
△飼料基地形成(S53) 

△西港第一・第二埠頭供用(S50,53) 

△太平洋炭砿設立(T9) 

△本州製紙進出(S33) ▼太平洋炭鉱閉山(H14) 

△富士製紙鳥取工場の完成(T9) △日本化学飼料進出 

▼200カイリ施行(S52) 

△ラムサール条約締約国会議(H5) 
△FW・MOOオープン(H元) 

△釧路湿原国立公園指定(S62) 

△釧路公立大開学(S63) △釧路高専開校(S40) △教育大釧路校  
開学(S24) 

△マグロ豊漁 

△イワシ豊漁 
△北洋サケ・マス独航船基地(S29) 

△北転船による操業(北洋漁業) 

△サバ・サンマ豊漁(S25) 

△水揚げ日本一記録(S44～S52,S54～H3) 
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（２）性別・年齢階級別の人口移動の状況 

釧路市は、男女を問わず、ほぼ全ての年齢階級層において、転出超過となっています。 

15～19歳から20～24歳になるときに、転出超過が特に大きくなっており、大学進学や大

学・高校卒業後の就職に伴う転出の影響が大きいものと考えられます。 

女性の85歳以上が90歳以上になるときに転入超過となっていますが、福祉施設への入所等

によるものと考えられます。 

本市の年齢階級別の人口移動の状況は、1970年代以降「社会減」の状態が続いてきました。

近年の人口移動の状況を見ると、転出超過数に占める20～24歳の割合が高いことが分かりま

す。これは、大学・短大・高専等を卒業後に、札幌圏や東京圏などの他地域で就職する方が多

いことが背景にあると考えられます。 

 

 
 

 

■将来推計人口 

 １８１．１６９人（2010 年） 

⇒１０６，０８８人（2040 年） 

■人口減の主な要因 

 【社会減】 

  若年層（進学・就職期）の転出超過 

 【自然減】 

  出生率の低下⇒1.35（2013） 

  女性（２０～３９歳）の減少 

■自然増減よりも社会増減の影響度が大きい 
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平成17(2005)年→平成22(2010)年の年齢階級別人口移動

男性 女性

【 人 口 の 減 少 】 

 ■若年層流出による次世代人口の縮小 

■若年女性人口減⇒少子化の加速 

■生産年齢人口減⇒生産力の低下 

■人口減による消費活動の縮小 

⇒雇用の縮小⇒経済活動の縮小 

⇒域際収支の縮小 

 

【 課 題 と 影 響 】 
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（３）釧路市の取組み 

釧路市では、人口減少社会に立ち向かうため「釧路市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を

平成 27 年度に策定しました。 

 

【まち・ひと・しごと創生総合戦略の構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路市の経済動向 

 

 

 

人口ビジョン ～今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望～ 

 

 

 

 

 

総合戦略 
～人口ビジョンを踏まえた今後の基本目標、施策の基本的方向、具体的な施策～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口の将来目標 

13万 8千人（2040年） 

※このまま人口減少が続くと 

仮定した場合の推計値：10 万 6 千人 

目指すべき将来の方向 

釧路市にとって特に影響の大きい「社会減（転出者数

が転入者数を上回る）」に歯止めをかけ、親になる世代

に釧路に定着してもらうことが重要 

をかけ、親になる世代に釧路に定着してもらう 

目指す都市像 

未来への『希望』輝く、ひがし北海道の拠点・くしろ 

最優先 

課題 

「域内循環」と「外から稼ぐ」取組の推進などにより、力強い経済基盤を構築

し雇用の創出などを図り、親になる世代を確保して急激な人口減少に歯止めを

かけます。 

。 

重点 

戦略 

① 『わかもの』の希望がかなうまち・くしろ ⇒地域の「しごと」の増加 

と雇用機会の拡大、市内外から就学した学生の釧路への定着 等 

②  『女性』の希望がかなうまち・くしろ ⇒女性が活躍できる環境づくり 

や女性の就労支援、妊婦・出産の負担軽減のための母子保健事業の充実 等 

③  すべての人の『住み続けたい』という希望がかなうまち・くしろ ⇒医療・ 

介護・福祉等のサービス充実に向けた環境整備・人材確保、自然災害に備え

た防災体制の強化 

④ 『来たい・住みたい』と思えるまち・くしろ⇒釧路の優れた自然文化を 

活かした「世界一級の観光地域づくり」や長期滞在事業の推進 等 



 

 

6 

 

２ 釧路市の経済動向と取組み 

（１） 釧路市の取組み 

釧路市では、将来にわたって持続的に発展していくため、将来を

見据えた「都市経営」の基本理念のもと、 

・「財政健全化推進プラン」（平成 22 年度策定） 

・「市役所改革プラン」（平成 23 年度策定） 

・「政策プラン」（平成 24 年度策定） 

を一体とした「釧路市都市経営戦略プラン」を策定しまし     

た。 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「都市経営」の視点とは 
⇒ヒト、モノ、カネ、情報といった限られた地域資源を効率的、効果的に組み合わせて、 
地域の課題を解決し、プラス成長を目指す釧路市の取り組みのこと 

 

【都市経営戦略プランの構成】 

① 財政健全化推進プラン 

～市の財政が抱える将来的不安の解消と経常的収支不足への対応のためのプラン～  

⇒財政収支試算、経常的収支不足の解消（事務事業や手数料の見直し 他） 等 

② 市役所改革プラン 

～釧路市が都市を経営していくために、「市役所が変わる」ためのプラン～ 

⇒市役所、仕事の「見える化」、「釧路市のことを考える職員」の育成 等 

③ 政策プラン 

～釧路市の特性を生かし、「選択と集中」によって施策の重点化を図り、プラス成長

を目指すためのプラン～ 

⇒自立的な発展に向けた都市づくりの方向性を４つの“実践ビジョン”で重点化 
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※ ビジョンの実践には、「自助、共助、公助（※３）による市民協働」を基本とします。 

 

※１：「域内循環」とは 

市民や企業が必要なモノをなるべく地元企業から購入し、地域のお金を地域内で循環させ、外に逃がさな

いようにすること。そうすることで企業と従業員がお互いに給料や雇用を支えあうことができます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
※２：「外から稼ぐ」とは 

地域の外に対してモノを売って稼ぐ、また、地域の外に住む人々が釧路地域に来て消費してもらうことで

稼ぐこと。外から稼いだお金は「域内循環」によって市民の皆さんに波及していきます。 
 
※３：「自助・共助・公助」とは 
■自助 ： 自らの生活は自らが選択し責任を持って行動すること 
■共助 ： 個人のみでは対応できないことを住民が相互に助け合うこと 
■公助 ： 自助・共助では限界あるいは非効率な場合に行政が住民からの付託を受け必要な 

行政サービスを行うこと 

【ビジョン 2】 

地域を担う人材の育成と雇用 

生産年齢人口が減少しても未来の釧路市を支えられ

る実力を備えた人材の育成 等 

【ビジョン 3】 

みんなが安心して暮らせる都市づくり 

平時から大規模災害等の対策を意識した防災・減災の

取組、コンパクトなまちづくり 等 

【ビジョン 4】 

世界に開き東北海道をつなぐ戦略的拠点都市 

「観光、食、環境」を中心に、釧路管内、釧路・根室圏、

東北海道を視野に入れた、釧路市の拠点機能の充実 等 

【ビジョン１】 

地域資源の価値を高め域内循環させる地域経済 

人・モノ・お金・情報などあらゆる地域資源を生かし

た「域内循環（※1）」の取組と「外から稼ぐ力（※2）」

の強化 等 

 

政策プラン ４つのビジョン 
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（２）各種統計データ 
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【図1】市内総生産
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（百万円） 

資料・・・平成２４年度市民経済計算

年報 

（百万円） 

資料・・・平成２４年度市民経済計算

年報 
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【図3】市民１人当り市民所得（分配）

市内：市民１人当り市民所得（分配） 道内：市民１人当り市民所得（分配）
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【図４】産業別市内総生産（平成24年度）

（千円） 

資料・・・平成２４年度市民経済計算

年報 

資料・・・平成２４年度市民経済計算

年報 
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【図５】 製造業出荷額の推移
（万円）

資料・・・工業統計調査結果（各年12月31日現在）、H23は経済センサス活動調査

（2月1現在日）

減少 

（出所）釧路市産業連関表

水産食料品

パルプ・紙加工品

飼料・肥料

と畜・肉・酪農品

石炭・亜炭

対個人サービス

運輸

医療・保健

【図６】 産業別の域際収支と生産波及効果 

資料…平成 17年釧路市産業連関表 ※ 域際収支・・・移輸出と移輸入の差額 
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【図８】 有効求人倍率の推移

釧路管内 北海道 全国

（倍）

資料・・・釧路公共職業安定所
（注1）・・・有効求人倍率は、月ごとの有効求人倍率を年度ごとに平均したものである。

（注2）・・・釧路管内のみ、グラフ中に倍率を付記した。

【図７】産業別従業員数 （人） 

改善 

資料…平成 24 年経済センサス活動調査 

資料・・・平成２４年経済センサス活動調査 
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【図９】観光客入込数の推移

道内 道外

18,006 17,754 

28,249 

21,873 

29,216 

21,958 

29,710 
31,069 

33,799 

26,280 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

【図１０】ＭＩＣＥ（市開催各種大会）への参加者数の推移
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【図１１】長期滞在者の推移
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【図１２】 生活保護の状況

釧路市の生活保護受給世帯数 釧路市の保護率

全道の保護率 全国の保護率

（‰）

資料・・・福祉行政報告例

（注）・・・保護率の単位‰（パーミル）とは、1,000分の1を1とする単位のことを言い、本表では

人口千人当たりの生活保護受給者数を表す。
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